前 書 き 


この 論文 (ディ プロ マ 論 文 ) は 、 コ ンピュータ ソフ トウ ェ ア 

シス テム の 日 本 語 化 (日 本 語 コ ンピュータ 環境 の 為 の ロー カル 化 ) 
に つい て 紹介 する も の で す 。 つ まり 日 本 語 環 境 へ の ソフ トウ ェ ア 

の 適応 に つい て で す 。 そ し て 、 シ ステ ム ス ト ラク チャ ー 内 の 主 な 

相違 に つい て も 説明 し ます 。 又 、 ソ フト ウェ アハ ウス が ヨー ロッ パ 
や アメ リカ の ソフ トウ ェ ア フ プロ ダク ト を 日 本 語 化 する 為 に どん な 

ステ ッ プ を 踏む べき か に つい て も 述べ た いと 思い ます 。 


更 な る 展開 と し て 、 過 去 数 年 の うち に 成 さ れ な た 日 本 語 化 標準 化 の 
アプ ローチ の 紹介 も し て いき た いと 思い ます 。 


日 本 の マー ケッ ト は 世界 で も 二 番 目 に 大 きい イン フォ メー ショ ン 

テク ノロ ジー マー ケッ ト と いう 事実 を 考え る と ソフ トウ ェ ア プ アロ 

ダク ト を この 異 っ た 、 し か し 、 同 質 の マー ケッ ト に 適応 させ る 

こと は 価値 の ある こと で す 。 バ イト キャ ラク ター セッ ト が ダブ プ ブル に 
な っ て いる 事 や rEp や 日 本 文化 の 特異 性 が この マー ケッ ト で の 上 成功 
を 難し くし て いま す が 、 し か し 、 不 可能 で は あり ませ ん 。 こ の 数 年 
の 急激 な テク ノロ ジー の 発展 に より 、 こ の マー ケッ ト へ の 適応 を 

ずっ と 簡単 に し まし た 。 し か も 、 日 本 語 化 は 他 の アジ ア の マー ケッ 
ト (同様 の 課題 を も つ 中 国 や 朝鮮 等 の コン ピュ ー タ 環境 へ の 適応 ) 
に 人 る 第 一 歩 に も な る と 考え て よい と 思い ます 。 
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